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 要 旨   

 

背景： これまでアルコール消費と全死亡率の関係に関するシステマティックレビューの結果、基準群の選

択による異なる相対リスク（RR）曲線が報告されている。その結果は、低用量のアルコール摂取がリスク

の低下と関連する J 字型の曲線から、摂取量の増加に伴いリスクが単調に増加するものまで多岐にわた

る。本研究では、生涯禁酒者または少量/低頻度飲酒者を基準群としたシステマティックレビューに限定し、

アルコール摂取と全死因死亡率に関するエビデンスを評価した。 

 

方法： 生涯禁酒者、少量/低頻度飲酒者を基準群とした、前向きコホート研究におけるアルコール消費と

全死亡率の関するシステマティックレビューを対象に、アンブレラレビューを実施した。PubMed, 

Medline, Embase, PsycINFO, Cochrane Libraryで 2022年 3月までの報告を検索した。バイアスのリス

クについて評価を行い、基準群に元飲酒者を含むレビューは除外した。 

 

結果： 2149 件の論文中 25 件のシステマティックレビューが同定され、５件が基準群に元飲酒者を含ま

ない論文であった。そのうち 4 件はバイアスリスクが高いと評価された。3 件のレビューで、アルコール

消費と全死亡率の間に J字型の関連が報告され、少量の飲酒で有意なリスク低下がみられる報告であった

（RR:0.84～0.95）。これに対して、バイアスリスクの低い 1件のレビューにおいては、低頻度飲酒と比較

して少量、適量、多量、多量と、飲酒量が増えるほどリスクの増加が報告された（各 RR:1.02, 1.13, 

1.33,1.52）。5件全てのレビューで、多量飲酒で有意なリスク増加（RR:1.28～3.70）がみられた。性別や

年齢によるサブグループ解析は報告されていたが、アルコールと死亡リスクの関係に影響を与える可能性

のある多くの重要な要因が検討されていなかった。除外された 20件のシステマティックレビュー中 17件

は、少量の飲酒で死亡リスクの低下が報告されていた。 

 

結論: 本研究で対象としたシステマティックレビューおよびメタアナリシスの 70%以上は、基準群から元

飲酒者を除外しておらず、「病気による飲酒中止効果」によるバイアスを含む可能性があり、少量飲酒と全

死亡リスク間の逆相関について、過大評価が示唆された。 

 

 


